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はじめに

背景地図 Google earth

市房ダム

川辺川合流点

八代平野

山間狭窄部

人吉盆地

(堤防区間)

(堤防区間)

(無堤区間)
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八代平野の被害

◆八代平野
⇒左岸6k200付近にて堤体漏水被害
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八代平野
(堤防区間)

背景地図 Google earth

川裏側

漏水・染み出し

川裏法尻の噴水

八代河川国道事務所より提供

八代河川国道事務所より提供



山間狭窄部の被害

◆山間狭窄部
⇒複数箇所で溢水による被害
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背景地図 Google earth

山間狭窄部

(無堤区間)洗堀による道路被害

盛土の崩壊

昭和57年
洪水痕跡

令和2年
洪水痕跡



山間狭窄部の被害

◆山間狭窄部
⇒複数箇所で溢水による被害
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背景地図 Google earth

山間狭窄部

(無堤区間)
護岸矢板の転倒

護岸矢板の転倒



人吉盆地の被害

◆人吉盆地
⇒計5箇所越水被害、うち2箇所で堤防崩壊
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背景地図 Google earth

市房ダム

川辺川合流点
人吉盆地
(堤防区間)

越水による堤防崩壊

越水による堤防崩壊

国交省報道発表資料より引用

国交省報道発表資料より引用
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左岸6k200付近 堤体漏水被害

◆旧河道部にて約30mに渡り
堤体漏水が生じた。
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L6k200堤体漏水

延長約30m

旧河道

段丘面

山地

氾濫平野

微高地(自然堤防)

背景地図 地理院地図 八代河川国道事務所より提供

約2m
球磨川

国土交通省八代河川国道事務所より提供

法尻部漏水

法面部染み出し

川表側

川裏側

◆河川水位は計画高水位付近
まで達していた。

◆堤防点検では対策不要区間
とされていた。



左岸6k200付近 堤体漏水被害

◆表層基盤のAs層はN値の低い砂質土層であり、旧河道堆積
物と考えられる。
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◆堤体土のB1層・B2層も砂及び礫主体の透水層である。

◆漏水被害は階段工が敷設されている人工的に不連続な場所
で生じた。

八代河川国道事務所より提供

球磨川

堤体漏水
延長約30m

階段工
延長約
15m

階段工
延長約3m
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人吉盆地での堤防被害

◆人吉盆地での被害は、川辺川合流点より下流に集中してお
り、計5箇所の越水、内2箇所で堤防崩壊を確認している。
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背景地図 Google earth

市房ダム
川辺川合流点

人吉盆地
(堤防区間)

背景地図 Google earth

右岸53k400越水被害

右岸61k380越水被害

右岸59k200越水被害

左岸55k堤防崩壊

右岸56k400堤防崩壊

<人吉盆地>



右岸56k400付近 堤防崩壊

13/18

延長約30m
R56k400堤防崩壊

旧河道

段丘面

山地

氾濫平野

盛土地・埋立地背景地図 地理院地図

96m未満

96m～97m

97m～98m

98m～99m

99m～100m

100m～101m

101m以上

R56k400堤防崩壊

延長約30m

背景地図 地理院地図

◆被害箇所は低地と台地の地
形境に位置しており、周辺より
も標高の低い場所で堤防崩壊
が生じている。

国土交通省報道発表資料より引用

延長約30m

洪水痕跡球磨川

◆洪水痕跡は堤防天端より2～
3m程度高い位置にある。



左岸55k付近 堤防崩壊
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◆被害箇所は段丘面と山地の
地形境に位置しており、周辺よ
りも標高の低い場所で堤防崩
壊が生じている。

◆洪水痕跡は堤防天端より3～
4m程度高い位置にある。

国土交通省報道発表資料より引用

延長約10m

洪水痕跡
球磨川

L55k堤防崩壊

延長約10m

旧河道

段丘面

山地

氾濫平野

浅い谷

背景地図 地理院地図

L55k堤防崩壊

延長約10m

96m未満

96m～97m

97m～98m

98m～99m

99m～100m

100m～101m

101m以上背景地図 地理院地図



堤防崩壊箇所における逆越流の痕跡
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球磨川 アスファルト

アスファルト

R56k400

アスファルト

球磨川
L55k

◆堤防の草や電柱等工作物
が川裏から川表に向かって倒
れており、天端アスファルトが
川表側に流出している。

L55k

草が倒れている向き

電柱が傾いている向き

◆越水時には決壊せず、逆越
流により崩壊したと言える。



対策工法の検討
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◆逆越流による崩壊を踏まえると、
川裏法面保護工や天端舗装工が
考えられる。

<対策工法>

◆補強工の検討は線状構造物であ
ることを踏まえ、上下流堤防への影
響も含めて検討する必要がある。

<今後の課題>

堤体

基礎地盤
川表

◆堤防が水浸した際の川裏
浸食、天端舗装の浮き上がり
、堤体土強度低下に関する研
究が必要である。
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まとめ
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八代河川国道事務所より提供

球磨川

堤体漏水
延長約30m

階段工
延長約15m

階段工
延長約3m

<八代平野の堤体漏水>
◆L6k200付近において、堤体
漏水が生じた。

◆堤体漏水は、階段工が敷設
されている、堤防縦断方向に人
工的不連続な場所で生じた。

<人吉盆地の堤防崩壊>
◆逆越流により2箇所で堤防崩
壊が生じた。

◆堤防が水浸することを想定し
た対策工の検討が必要である。

国土交通省報道発表資料より引用

延長約30m

洪水痕跡球磨川


